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《
国
際
家
族
法
研
究
会
報
告
（
第
1
回
）
》

わ
が
国
婚
姻
法
と
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
両
国

婚
姻
法
と
の
比
較

関
口
　
晃
治

｝
　
は
じ
め
に

　
平
成
八
年
に
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
が
法
制
審

議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
。
同
要
綱
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
が
、
婚
姻
の
内
容
に
関
し
て
は
、
婚
姻
適
齢
を
男
女
共
に
十
八
歳
に

す
る
こ
と
、
再
婚
禁
止
期
間
を
百
日
に
短
縮
す
る
こ
と
、
選
択
的
夫
婦

別
氏
制
に
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
離
婚
の
内
容

に
関
し
て
は
、
協
議
離
婚
に
お
い
て
子
の
利
益
を
優
先
し
て
考
慮
す
る

こ
と
が
条
文
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
裁
判
離
婚
に
お
け
る
離

婚
原
因
と
な
っ
て
い
る
強
度
の
精
神
病
が
削
除
さ
れ
、
五
年
以
上
の
別

居
が
具
体
的
離
婚
原
因
と
し
て
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
破
綻
主
義
の
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ
実
現
に
は
い

た
っ
て
い
な
い
。
現
行
の
婚
姻
お
よ
び
離
婚
法
の
内
容
は
長
き
に
わ
た

り
ほ
と
ん
ど
改
正
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
呈
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
社
会
に
則
し
た
改
正
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
家
族
法
の
改
正
は
多
く
の
諸
国
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
近

年
、
多
く
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
も
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
も
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
家
族
法
は
、
封
建
的
な
制
度
を
色
濃
く

残
し
て
い
た
が
、
近
年
の
改
正
に
よ
っ
て
家
族
法
の
現
代
化
が
進
ん
で

い
る
。
同
地
域
の
国
の
中
で
も
九
十
年
代
よ
り
我
が
国
の
国
際
結
婚
件

数
の
四
番
目
に
位
置
し
て
い
る
タ
イ
と
、
近
年
、
「
研
修
」
の
在
留
資

格
な
ど
に
よ
っ
て
急
速
に
入
国
者
が
増
加
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
婚
姻

お
よ
び
離
婚
法
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
婚
姻
お
よ

び
離
婚
法
の
展
望
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

ニ
　
タ
イ
に
お
け
る
婚
姻
お
よ
び
離
婚

　
か
つ
て
の
タ
イ
社
会
は
封
建
的
で
、
子
ど
も
は
両
親
の
、
妻
は
夫
の

財
産
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
父
は
子
ど
も
の
、
夫
は
妻
の
生

活
に
つ
い
て
権
限
を
有
し
、
彼
ら
を
売
却
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ

た
。
現
在
で
も
、
農
村
部
に
は
、
親
は
子
ど
も
に
対
し
て
強
い
権
限
を

持
つ
と
い
う
慣
例
的
な
考
え
方
が
残
っ
て
い
る
。

　
タ
イ
の
婚
姻
制
度
に
は
、
婚
約
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
婚
約
は
、
両
性
と
も
に
一
七
歳
以
上
の
場
合
に
効
力
を
有
す
る

（
一
四
三
五
条
）
。
婚
約
は
、
婚
姻
の
成
立
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
有
効
に
成
立
し
た
婚
約
が
不
当
に
破
棄
さ
れ
た
場
合
に
は
損
害

賠
償
責
任
が
発
生
す
る
（
一
四
三
九
条
）
。

　
婚
姻
の
要
件
と
し
て
実
質
的
要
件
と
形
式
的
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
実
質
的
要
件
と
し
て
は
、
合
理
的
な
原
因
が
存
在
す
る
と
き
に

は
、
裁
判
所
は
年
齢
制
限
の
免
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
事
者

双
方
が
一
七
歳
に
達
し
て
い
る
場
合
に
の
み
成
立
す
る
こ
と
（
一
四
四

八
条
）
、
当
事
者
の
一
方
が
、
心
神
喪
失
者
ま
た
は
無
能
力
者
の
場
合

に
は
成
立
し
な
い
こ
と
（
一
四
四
九
条
）
、
直
系
血
族
間
、
ま
た
は
全
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血
ま
た
は
半
血
の
兄
弟
姉
妹
間
で
は
成
立
し
な
い
こ
と
（
一
四
五
〇

条
）
、
養
子
は
養
親
と
婚
姻
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
（
一
四
五
一

条
）
、
当
事
者
の
一
方
が
す
で
に
配
偶
者
を
有
す
る
場
合
に
は
成
立
し

な
い
こ
と
（
一
四
五
二
条
）
、
女
性
は
、
前
婚
の
終
了
か
ら
三
一
〇
日

間
を
経
過
し
な
け
れ
ば
再
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
同
期
間
に
子

ど
も
が
出
生
し
た
場
合
、
離
婚
し
た
夫
婦
が
再
婚
す
る
場
合
、
お
よ

び
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
内
科
医
療
の
資
格
医
師
に
よ
り
発
行
さ
れ

た
、
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
証
明
書
が
あ
る
場
合
に
、
婚
姻

を
許
可
す
る
裁
判
所
命
令
が
あ
れ
ば
こ
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
（
一
四

五
三
条
）
、
最
後
に
、
未
成
年
者
が
婚
姻
す
る
場
合
に
は
両
親
の
同
意

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
一
四
五
四
条
）
。

　
形
式
的
要
件
と
し
て
、
婚
姻
の
効
力
を
生
じ
る
た
め
に
は
登
録
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
婚
主
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
同
登
録
は
、
担
当
官
の
面
前
で
婚
姻
の
合
意
を
表
示
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
（
】
四
五
八
条
）
。

　
ま
た
、
当
事
者
の
双
方
も
し
く
は
一
方
が
一
七
歳
未
満
の
場
合
に
は

取
消
し
原
因
に
な
る
が
、
当
事
者
双
方
が
一
七
歳
に
達
し
た
場
合
、
ま

た
は
、
女
性
が
一
七
歳
に
達
す
る
ま
で
に
妊
娠
し
、
そ
れ
ま
で
に
裁
判

所
が
婚
姻
の
取
消
し
を
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
同
婚
姻
は
は
じ
め
か

ら
有
効
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
一
五
〇
四
条
）
。

　
タ
イ
の
離
婚
制
度
に
は
協
議
離
婚
と
裁
判
離
婚
が
あ
る
。
協
議
離
婚

の
方
法
と
し
て
は
、
夫
婦
間
の
合
意
に
も
と
づ
い
て
離
婚
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
（
一
五
一
四
条
）
、
協
議
離
婚
が
成
立
す
る
た
め
に
は
そ
の

協
議
離
婚
を
登
録
す
る
こ
と
（
一
五
一
五
条
）
、
夫
婦
間
の
子
ど
も
の

親
権
行
使
に
つ
い
て
の
合
意
を
書
面
に
す
る
こ
と
（
一
五
二
〇
条
）
、

養
育
費
の
額
を
含
め
て
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
取
決
め
を
離
婚
合
意

の
中
に
含
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
（
一
五
二
二
条
）
。

　
裁
判
離
婚
を
す
る
た
め
に
は
、
正
当
な
離
婚
原
因
が
存
在
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
離
婚
原
因
と
し
て
は
不
貞
行
為
、
不
行
跡
、
虐
待
、

遺
棄
、
受
刑
、
別
居
、
失
踪
、
扶
養
義
務
違
反
、
心
神
喪
失
、
誓
約
違

反
、
伝
染
性
の
危
険
な
疾
病
、
性
的
不
能
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
に
具
体
的
離
婚
原
因
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
抽
象
的
離
婚
原

因
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
上
記
の
具
体
的
な
離
婚
原
因
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
年
以
上
の
遺

棄
で
離
婚
請
求
が
で
き
る
こ
と
や
、
自
発
的
に
三
年
以
上
の
別
居
に

よ
っ
て
離
婚
請
求
が
で
き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抽

象
的
離
婚
原
因
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三
　
べ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
婚
姻
お
よ
び
離
婚

　
ベ
ト
ナ
ム
の
現
行
家
族
法
は
、
社
会
主
義
法
と
し
て
の
体
裁
を
保
ち

な
が
ら
、
部
分
的
に
は
ベ
ト
ナ
ム
伝
来
の
慣
習
法
と
見
ら
れ
る
立
場
に

も
配
慮
が
払
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
旧
法
に

比
し
て
、
妻
お
よ
び
子
の
権
利
保
護
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
家
族
法
典

と
し
て
の
現
代
化
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
婚
姻
制
度
の
基
本
原
則
と
し
て
は
、
自
発
的
婚
姻
に
よ
る

一
夫
一
婦
制
で
、
夫
お
よ
び
妻
は
平
等
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
（
二
条
一
項
）
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
公
民
間
の
異
な
る
民
族
ま
た
は
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宗
教
、
も
し
く
は
宗
教
を
有
す
る
者
と
有
さ
な
い
者
の
婚
姻
、
な
ら
び

に
、
外
国
人
と
の
間
の
婚
姻
は
、
法
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
保
護
さ
れ
る

（
同
条
二
項
）
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
婚
姻
す
る
と
は
、
男
女
が
婚
姻
す

る
た
め
の
条
件
お
よ
び
婚
姻
登
録
に
関
す
る
法
規
に
従
い
、
夫
婦
関
係

を
創
設
す
る
行
為
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
（
八
条
一
号
）
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
婚
姻
登
録
が
必
要
条
件
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
法
律

婚
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
婚
姻
締
結
の
要
件
と
し
て
は
、
男
は
二
〇
歳
、
女
は
一
八
歳
以
上
に

達
し
て
い
る
こ
と
（
九
条
一
号
）
、
婚
姻
が
男
女
に
よ
っ
て
自
由
意
思

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
同
条
二
号
）
、
お
よ
び
、
一
〇
条

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
状
況
に
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
条
に

お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
状
況
と
は
、
既
婚
者
で
な
い
こ
と
、
民
事
行

為
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
同
一
直
系
血
族
間
お
よ
び
三
世
代
内
の

親
族
間
で
な
い
こ
と
、
養
親
と
養
子
の
問
、
元
養
親
と
元
養
子
の
間
、

義
父
と
嫁
の
問
、
義
母
と
娘
婿
と
の
間
、
継
父
と
継
子
の
間
、
継
母
と

継
子
の
間
で
な
い
こ
と
、
最
後
に
、
同
性
者
の
問
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
婚
姻
は
婚
姻
登
録
事
務
所
に
登
録
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
ず
、
夫
婦
と
し
て
共
同
生
活
を
す
る
男
女
で
あ
っ
て
も
、
婚
姻

登
録
な
し
に
は
法
律
に
よ
っ
て
夫
婦
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
（
一
一
条

一
項
）
。
同
婚
姻
登
録
は
、
婚
姻
登
録
が
男
女
双
方
の
面
前
に
お
い
て

編
成
さ
れ
、
婚
姻
登
録
事
務
所
の
代
表
者
は
、
両
当
事
者
に
対
し
て
自

由
意
思
に
よ
る
婚
姻
か
の
質
問
を
お
こ
な
い
、
当
事
者
双
方
が
婚
姻
に

同
意
す
る
場
合
に
婚
姻
証
明
書
を
交
付
す
る
（
一
四
条
）
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
配
偶
者
の
双
方
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
離
婚
を
解

決
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
が
（
八
五
条

一
項
）
、
妻
が
妊
娠
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
一
二
か
月
以
下
の
幼
児
を

養
育
し
て
い
る
場
合
に
は
、
夫
は
離
婚
を
請
求
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ

な
い
（
同
条
二
項
）
。
離
婚
申
請
の
処
理
お
よ
び
審
理
の
後
に
、
裁
判

所
は
ま
ず
和
解
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
（
八
八
条
〉
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
協
議
離
婚
の
制
度
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
夫
婦
双
方
が
離
婚
を
請
求
し
、
か
つ
、
裁
判
所
に
お
け
る
和
解
が
成

立
し
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
合
意
に
よ
る
離
婚
、
並
び
に
、
妻

子
の
正
当
な
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
を
基
礎
と
す
る
財
産
お
よ
び
子
に

関
す
る
合
意
を
承
認
す
る
（
九
〇
条
）
。
ま
た
、
い
ず
れ
か
一
方
の
当

事
者
が
離
婚
を
請
求
し
、
か
つ
、
裁
判
所
に
よ
る
和
解
が
成
立
し
な
い

場
合
に
は
、
裁
判
所
は
離
婚
を
考
慮
し
決
定
す
る
（
九
一
条
）
。
同
法

に
お
い
て
は
具
体
的
な
離
婚
原
因
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
離
婚
を

許
可
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
八
九
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
に
お

い
て
は
、
裁
判
所
が
離
婚
申
請
に
つ
い
て
判
断
し
、
状
況
が
深
刻
で
あ

り
、
夫
婦
が
共
同
生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、
婚
姻
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
見
倣
す
と
き
に
離
婚
の
許
可
を
決

定
す
る
（
八
九
条
一
項
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
に

よ
る
考
慮
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
タ
イ
婚
姻
お
よ
び
離
婚
法
の
内
容
と
し
て
注
視
す
べ
き
は
、
再
婚
禁

止
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
内
科
医
療
の
資
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格
医
師
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
、
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
す
る
証
明

書
が
あ
る
場
合
、
婚
姻
を
許
可
す
る
裁
判
所
命
令
が
あ
れ
ば
、
再
婚
禁

止
期
間
で
あ
っ
て
も
婚
姻
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
婚
姻
登
録
に
お
い
て

婚
姻
当
事
者
が
、
担
当
官
の
面
前
で
婚
姻
の
合
意
を
表
示
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
協
議
離
婚
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
親
権

行
使
に
関
す
る
合
意
に
加
え
て
、
養
育
に
関
す
る
取
決
め
を
含
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
裁
判
離
婚
に
お
い

て
は
、
具
体
的
離
婚
原
因
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
年
以
上
の
遺
棄

で
離
婚
請
求
が
で
き
る
こ
と
や
、
自
発
的
な
三
年
以
上
の
別
居
に
よ
っ

て
離
婚
請
求
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
離
婚
原
因
の
な
か
に
破
綻

主
義
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
婚
姻
お
よ
び
離
婚
法
の
注
視
す
べ
き
内
容
と
し
て
は
、
婚

姻
登
録
が
男
女
双
方
の
面
前
に
お
い
て
編
成
さ
れ
、
婚
姻
登
録
事
務
所

の
代
表
者
は
、
両
当
事
者
に
対
し
て
自
由
意
思
に
よ
る
婚
姻
か
ど
う
か

の
質
問
を
し
、
当
事
者
双
方
が
婚
姻
に
同
意
す
る
場
合
に
婚
姻
証
明
書

を
交
付
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
妻
が
妊
娠
し
て
い
る
か
、
ま
た
は

一
二
か
月
以
下
の
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
場
合
、
夫
に
は
離
婚
を
請
求

す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
協
議
離
婚
の
制
度
は
な
い
が
、
夫
婦
双
方
が
離

婚
を
請
求
し
、
か
つ
、
裁
判
所
に
お
け
る
和
解
が
成
立
し
な
い
場
合
に

は
、
裁
判
所
は
、
合
意
に
よ
る
離
婚
、
並
び
に
、
妻
子
の
正
当
な
権
利

を
保
障
す
る
こ
と
を
基
礎
と
す
る
財
産
お
よ
び
子
に
関
す
る
合
意
を
承

認
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
か
一
方
の
当
事
者
が
離
婚
を
請

求
し
、
か
つ
、
裁
判
所
に
よ
る
和
解
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、
裁
判

所
は
離
婚
を
考
慮
し
決
定
す
る
。
同
法
に
お
い
て
は
具
体
的
な
離
婚
原

因
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
離
婚
を
許
可
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
裁

判
所
に
よ
る
考
慮
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
両
国
の
婚
姻
お
よ
び
離
婚
法
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
妻
お
よ
び

子
の
権
利
保
護
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
家
族
法
典
と
し
て
の
現
代
化
が

促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
家
族
法
の
改
正
も
近
い
と

考
え
ら
れ
る
が
、
タ
イ
お
よ
び
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
、
妻
お
よ
び
子
の

権
利
保
護
の
観
点
は
注
目
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
の
わ
が
国

に
お
け
る
女
性
の
社
会
進
出
の
進
行
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
早
急
な
改
正

の
必
要
性
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

＊
　
タ
イ
家
族
法
に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
チ
ャ
ー
・
マ
ハ
ー
ク
ン
”
西
澤
希
久

　
男
（
訳
）
”
小
川
富
之
（
監
修
）
「
タ
イ
家
族
法
（
上
）
」
戸
籍
時
報
六
〇

　
四
号
四
七
頁
以
下
、
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
家
族
法
に
つ
い
て
は
、
笠
原
俊
宏

　
”
関
口
晃
治
「
「
ベ
ト
ナ
ム
家
族
法
（
二
〇
〇
一
年
）
」
の
邦
訳
（
上
）
、

　
（
中
）
、
（
下
）
」
戸
籍
時
報
六
一
六
号
三
八
頁
以
下
、
六
一
七
号
三
七
頁
以

　
下
、
六
二
〇
号
三
二
頁
以
下
参
照
。

（
志
學
館
大
学
法
学
部
専
任
講
師
）
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